
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行事予定 

1 木 安全点検日 

進路指導連絡協議会① 

2 金 知能検査（７年） 

3 土 憲法記念日 

4 日 みどりの日 

5 月 こどもの日 

6 火 振替休日 

7 水 朝会（中・高等部）  

ノーゲームデー②   

町研５月研究大会 

8 木 常任委員会③  

眼科検診（全）１３：１５～ 

9 金 スクールカウンセラー来校  

10 土   

11 日   

12 月 朝会（初等部） 

生活リズムチェック（～16日） 

13 火 １年生５時間開始 

避難訓練①（大津波） 

14 水 職員会議（６月）  

耳鼻科検診（１,４,７年）１３：３０～ 

田中学園Ｐ② 

15 木 歯科検診（７，８年） 

16 金 学校体験①（学生）   

避難訓練①（大津波）予備日 

17 土   

18 日   

19 月 教育相談①（全学年）  

色覚検査（４年希望者のみ）～２１日  

20 火 教育相談②（全学年） 

内科検診（１・２・３年）   

21 水 教育相談③（全学年） 

22 木 教育相談④（全学年） 

内科検診（１・２・３年） 

23 金 英語検定① 

24 土   

25 日 白糠町少年の主張発表 

26 月 教育相談⑤（全学年） 

27 火 歯科検診（４,５,６年） 

28 水 尿検査（１次） 

田中学園Ｐ③ 

29 木 修学旅行（9年生）～31日 

30 金 遠足（５，６年） 

31 土  

5月行事予定 

  
５月３日から４日間の連休です。事故等に十分注意し、楽しい連休をお

過ごしください。休み中の事故等で、緊急連絡が必要な場合は、教育委員

会へ連絡していただくこととなっておりますので、お願いいたします。 

【教育委員会 ☎ ２－２１７１】 

★安全な道路の横断や自転車走行など、交通ルールを遵守する（ヘルメッ

トを着用する）。 

★海や川、湖などには、絶対に子供だけで行かない（釣り等のレジャーの

際には、ライフジャケットを着用する）。 
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大人が手を貸す ＜ 子どもに任せる 

校長 蠣崎 浩一  

この 4 月に校長として着任した蠣崎浩一（かきざきこういち）です。これからどう

ぞよろしくお願いいたします。 

今年度は新入生 18名を迎え、前期課程 102名、後期課程 75名の計 177名でスター

トしました。今後、学校教育活動がより一層活発化してまいります。保護者・地域の皆

様には、一年間、様々な場面でお力を貸していただくことになろうかと思います。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

さて、今年度、本校では学校スローガン「主役は子どもたち～Enjoy Studying , Enjoy 

School～」のもと、子どもたちが自ら考え、判断し、行動できる姿を求めていきます。

そのことにより、子ども自身が、自分の成長を実感できるようにしたいと思っており

ます。そのために重要となるのが、私たち大人の姿です。私は、先生方に対して「教師

の役割としては、投げかける・問い返す・受け止める・認める・褒めるといったことが

重要ではないでしょうか。」という話をしました。 

学校教育は子育てに近いものがあります。ご家庭でも以下のことを意識してみませ

んか？ 

まずは、「投げかける」そして「任せる・委ねる」ということが大切であると考えま

す。子どもの学齢が低いとついつい手を貸したくなるのは人情だと思います。しかし、

そこをグッとこらえて子どもに任せてみましょう。子どもの行動を温かく見守ること

は勇気がいることですが、ワクワクしながら子どもの様子を見てみましょう。 

子どもが困っている時は、子どもが聞いてくるまで待ちましょう。子どもが聞いて

きたら、「それはね、…。」ではなく、「どうしたらいいのかな？」と問い返してみてく

ださい。本当に子どもが困っていたら、「どうしたらいいか、一緒に考えようか。」とい

って寄り添えばいいのではないでしょうか。 

何よりも大切なことは、子どもを認めて、褒めることだと思います。子どもたちは勇

気をもって行動をし、色々と考えてきたわけです。その姿を全力で褒めてほしいです。 

大人がある程度のゴールを示して、子どもたちを進ませる。その結果、成功体験へと

繋がるということもあります。しかし、子どもたちが自ら道を切り拓き、試行錯誤しな

がらゴールにたどり着くという体験は、前者の比にならないくらい達成感や満足感が

味わえます。 

そのためには、大人の我慢（子どもの姿を見守るということ）が必要です。学校で

も、家庭でも、子どもど真ん中でいってみませんか。 


